
時間的パーシャル・コヒーレント光源のモデリングと、干渉計内の
伝播
 

 
 

キーワード： temporal coherence、時間的コヒーレンス、interferometer、干渉計、spectral band width

 
 

必須ツールボックス： Starter Toolbox

  
 

関連チュートリアル：

 

アプリケーション 278.01: 時間的パーシャル
コヒーレント光源を用いた干渉計の
シミュレーション  



モデリング概要 
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モデリング概要 

• 光源は均一輝度を持ち、3.5mmの
発光面積を持ちます  

• 中心波長： 532 nm

 

• ガウシアン波長のバンド幅： 56 nm 
FWHM  

• 時間的コヒーレント長 5μmの
波長反応

 

• 光源メニューの”Spectrum generators”
にて、波長分布を定義する事が
可能です

 

• 41 本の波長をシミュレーションに
用いました  



モデリング概要 

• 干渉計は曲率半径100mmの球面
レンズの測定を行います

 

• 参照光軸には位相リターダーを
採用しました

 

• レンズとリターダーはBK7製です

 

2 mm  

4 mm  

4 mm  

2 mm  



モデリング概要 

• 理想的ビームスプリッターを用いて
ビームを２分割します  

 

• バーチャル・スクリーンにて２分割
されたビームは混合されます。
スクリーンは”Sum”モードにする
事で合算され、干渉状態を再現
します

 

 



Light Path Diagram 



シミュレーションの結果 



まとめ  

• VirtualLab™ は時間的パーシャル・コヒーレント光源のモデリングが可能です 

 

• 干渉計のモデリングが可能です  

 

• パーシャル・コヒーレント光の干渉を計算する事が可能です 
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